
算数科学習指導案
指導者　　　　　　
１　学　年　　第２学年　　　男子４名　女子５名
２　日　時　　平成１９年１２月６日（木）　第２校時
３　単　元　　三角形と四角形
４　指導にあたって
　　　本単元は，直線で囲んだ形の仲間分けを通じて，三角形と四角形に興味・関心を持たせるとともに定義づけを行い，その定義をもとに，弁別，点構成，線構成や面構成を行う。そして身の回りの具体物の中から三角形や四角形を探しださせる中で，算数と生活を結びつけ，図形に対するものの見方を豊かにし，図形に対する理解を深めていこうとする単元である。
　　　本学級の児童は，第１学年では，ものの形の観察，弁別，積み木遊び，面の写し取りとその形を使った絵かき遊びを経験している。さらに第２学年の１学期には，色板並べ，棒並べ，点つなぎによる図形の構成を行ってきた。ほとんどの児童は学習に興味を持ち，操作活動を楽しみながら意欲的に学習することができた。しかし，本単元を学習するにあたってのプレテストでは，点構成，線構成が十分理解できていないという結果を示した。また１学期の形づくりの学習で，Ｋ児は形を捉えることが難しく，アシスタントティーチャーのアドバイスを得ながら操作的活動をすることが多かった。
　　　本単元を指導するにあたり，操作的活動を重視して指導していくことを心がける。始めに直線で囲んだ図形をつくり，図形への興味・関心を喚起し，三角形，四角形の定義へと導いていく。そして，点構成，線構成だけでなく，紙を切って図形をつくる面構成の活動も重視し，三角形や四角形の概念をより豊かにしていく。その概念を使って三角形や四角形を弁別したり，身の回りにあるものの形に図形を見いだしたりする活動をさせていく。さらに三角形や四角形の色板を使っての操作的活動をさせていく中で，図形に対する関心を高め，三角形や四角形に対する理解を深めさせていく。定義の説明等でも，自分の言葉を使って説明させることで，図形への理解を深めさせていく。同時に，気がついたり発見したりしたことを周りの児童に伝えることで，伝える喜びや楽しさを味わわせ，伝え合うことに意欲的に取り組ませていきたい。またＫ児にはアシスタントティーチャーと連携を取り，操作的活動を通して図形に対する関心を高めさせながら楽しく学習に取り組めるようにさせたい。
５　目　標
　　　○点と点を直線でつないでいろいろな三角形や四角形をつくろうとする。　　（関心・意欲・態度）
　　　○三角形，四角形の弁別について，直線の数に着目して考えることができる。（数学的な考え方）
　　　○点と点を直線でつないで三角形，四角形をつくることができる。　（表現・処理）
　　　○三角形，四角形の意味を理解する。　　（知識・理解）
６　指導計画（６時間）
第１時　どうぶつの家をつくろう    ・・・・・・・・・・・１時間
第２時　三角形と四角形を見つけよう，つくってみよう  ・・１時間
第３時　おってつくろう，切ってつくろう　・・・・・・・・１時間
第４時　身の回りから見つけよう　・・・・・・・・・・・・１時間
第５時　ステップ「形めいろ」　・・・・・・・・・・・・・１時間
第６時　ジャンプ「おどるにんぎょう」　・・・・・・・・・１時間
	時
	学　　習　　内　　容 
	関
	考
	表
	知

	1
	・三角形と四角形の定義を知り，単元の課題をつかむ。
	○
	
	
	○

	２
	・三角形と四角形の弁別と点構成ができる。
	○
	○
	○
	

	３
	・紙を折ったり切ったりして三角形や四角形をつくる。
	
	
	○
	○

	４
	・身の回りから三角形や四角形の形をしたものをみつける。
	○
	
	
	

	５
	・三角形か四角形かを判断し，めいろを進む。

	
	○
	
	

	６
	・三角形や四角形を使って色々のポーズの人形をつくる。
	○
	
	○
	


　○前後関係
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　　　１年　
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　　　２年 


　　　３年
７　本時の学習（第２時）
（１）目　標　　三角形と四角形の弁別やつくる活動を，正しく行うことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（数学的な考え方，表現・処理）
（２）準備物　　教師：ＣＰ　ＯＨＣ　ワークシート　　　児童：ジオボード　定規
（３）展　開
	児　童　の　活　動
	教師の働きかけ（○）と評価（☆）

	１　本時の学習のめあてを知る。
２　三角形と四角形の定義を想起し課題を　　把握する。
　○三角形と四角形をみつけ，その理由を　　そえて発表する。
　　　三角形… あ　く
  　　四角形… い　う　お　
　○三角形でも四角形でもないものの理由　　を考える。
  　・直線で囲まれていない。
　　・線が曲がっている。
３　点と点をつないで三角形と四角形をつ　　くる。
　　・ジオボードでつくる。
　　・つくった形を発表し合い，正しいか　　　どうか確認する。
４　ワークシートに三角形と四角形を書い　　て今日の学習のまとめとする。
	○ｐ.44，問１の図を提示する。
○児童が見つけた三角形や四角形が　正しいかどうかを，３つの要素で振り返りながら全員で確認する。
◆図形弁別を定義と照らし合わせ確かめる〈ICT〉(自作コンテンツ)：教師が提示
○なぜ違うのか，理由をはっきりさせる。◎３つの要素を再確認させる。
☆弁別することができたか。
○三角形や四角形のつくり方を説明する。　
・点を３つか４つ。
・点と点は直線でつなぐ。
· ３つの要素でつくる形が正しいかどうか確かめさせる。
· 児童がつくった形をＯＨＣで投影し，正しい三角形や四角形になっているかを確認していく。
☆三角形と四角形を正しくつくることができたか。


いろいろなかたち


●ものの形の観察、弁別


●積み木遊び





かたちをうつして


●面の写し取りとその形


を使った絵かき遊び





形づくり


　●色板ならべ、棒を使った　　図形の構成、点つなぎ





はこの形


　●箱の観察と構成





三角形と四角形


　●三角形と四角形





長方形と正方形


　●長方形、正方形、直角　　三角形









